
コース・ダイヤの見直しの目的とフロー 
１ 目的 

  「移動制約者の生活の足の確保」及び「公共交通空白不便地域の解消」を目的として、

平成２８年度に実証運行を行い、平成２９年度から本格運行を開始し、令和３年度で現

在のコース・ダイヤで５年目を迎えている。 

  利用者数は、毎年着実に増え続け、新型コロナウイルスの影響を受ける前である令和

元年度においては、約９万２千８百人にまで増加し、市民の足として確実に定着してき

ている。 

  しかしながら、現在のコース・ダイヤは、本格運行開始当時のままであることから、

現在の市民、利用者のニーズを把握した上で、コース・ダイヤの改善にかかる検討を行

うことが必要である。 

  このため、令和３年度、４年度の２か年で各種ニーズ調査等や、運行ルート・ダイヤ

等見直し検討を実施し、令和５年度から見直し後のコース・ダイヤで円滑に運行を開始

することを目的とする。 

  

２ フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 
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（２）各種アンケート調査 

 ①市民アンケート調査 

 ②ふじみん号利用者アンケート調査 

 ③主要施設利用者アンケート調査 

（３）課題抽出、改善方策の提案 

（４）運行計画の作成（ふじみ野市地域公共交通活性化協議会諮問用） 
 ○運行サービス水準の検討 
 ○事業収支の試算（費用対効果の検討） 

（５）運行計画の立案・策定 
  ○市内循環ワゴン運行事業者プロポーザル選定委員会開催 

（１）市内公共交通の現状整理、分析 

  ①地域特性の整理        ②地域公共交通の把握 

  ③上位及び関連計画の整理、分析 

令
和
５
年
度 

見直したコース・ダイヤの運用開始 

許認可申請及び周知ＰＲ 


